
Evolutionary IT technology!
The cutting edge of IT technology for disaster prepartion.
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2/5火→7/17水2019

主催：
阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター
協力：
神戸市建設局、総務省地域通信振興課、
製品展示協力企業・団体各社（詳細裏面）、
防災企業連合 関西そなえ隊

https://hitobou.com/goods/190205/
当企画展特設サイト

企画展   減災グッズ展 vol.7  IT “Gensai” Exhibit. 
会場：西館 2F 防災未来ギャラリー



　スマートフォンが普及し、IT 技術が身近な生活に浸透した現在、情報の配信、収集、
共有は驚くほど迅速で、容易になっています。防災・減災を進めるうえで、これらの技術・
インフラをどのように活用できるのでしょうか。 

　この展示では、IT 技術の防災・減災分野への活用の現状を紹介しつつ、情報収集・通信・
コミュニケーションを、私たちのいざというときのために、またその備えのためにどう活
用していけるのかを考えます。また、この IT 技術を活かし、実際に防災・減災分野で具
現化されている技術・製品などを紹介します。

製品展示協力企業・団体各社 （五十音順）：
愛知工科大学工学部 板宮研究室／イッツ・コミュニケーションズ株式会社／一般社団法人 救急医療・災害対応無人機等自動支援システム活用推進協議会／
 NTT 未来ねっと研究所／NTT レゾナント株式会社 ／大阪マルチメディア放送株式会社／オムロンソーシアルソリューションズ株式会社／株式会社構造計画研究所／
株式会社武揚堂／ 株式会社ラジオ関西／株式会社レスキューナウ／京都大学防災研究所 巨大災害研究センター 矢守研究室／ KDDI 株式会社／神戸市市長室広報戦略部広報課／
国立研究開発法人 情報通信研究機構／国立研究開発法人 防災科学技術研究所／ソフトバンク株式会社／ダイドードリンコ株式会社／ティ・アール・エイ株式会社／
東京都総務局総合防災部／ TOA 株式会社／トーカイセキュリティ株式会社／名古屋大学 減災連携研究センター／西日本電信電話株式会社／日本電気株式会社／日本無線株式会社／
パナソニック株式会社／兵庫県立大学 応用情報科学研究科 有馬昌宏研究室／ヤフー株式会社／有限会社アシストコム／リプリ株式会社

IT 技術における防災の現在について、５つのテーマで紹介します。
また、「自然災害に備えるための IT 技術に関する展示製品公募」に

エントリーいただいた企業・団体による関連製品を現物展示を含め紹介します。企画展   減災グッズ展 vol.7
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もしも今、災害、事故などが発
生した場合、あなたはどの手段
でその緊急情報を入手します
か？ 身の安全のためにはまず
は確かな情報入手がかかせませ
ん。ラジオやスマートフォンな
ど状況に応じた、緊急時の情報
入手方法は？
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被災時、家族をはじめ、大切な
人々が無事であるかを確認しあ
う安否確認。被災地、被災者、
避難所がどのような状況でニー
ズがあるのか？支援側が求める
情報を含め、迅速かつ正確な情
報共有の方法は？
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災害となりえる自然現象を行政
や研究所、大学などが常時観測
する膨大なデータ。これらを統
合・整理し、災害情報や避難情
報として、一般に効率よく伝え
るための通信システムの整備は
どのように進められているので
しょうか？
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災害で通信インフラが被害を受
け、通常のサービスが利用でき
なくなる可能性があります。電
源の確保にはじまり、情報通信
を継続するための対策や備えに
はどのようなものがあるので
しょう？
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いつ起こるかわからない自然災
害に普段から備えるため、防災
訓練にも IT 技術が活用されま
す。身近なスマホアプリに始ま
り、最新の VR（仮想現実）や
AR（拡張現実）を活用した防
災訓練アプリにはどのようなも
のがあるでしょうか？


